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自己紹介

●九州大学大学院法学研究院政治学部門・准教授

●Ph.D. (University of Essex, 2005)

●日本科学振興協会では外部連携担当理事・社会連携WG

●国際政治学、グローバル・ガバナンス、人権ガバナンス、ビジネスと人権、
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自己紹介
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『国際社会の意義と限界』国際書院、
2008年（共編著）

『北東アジアの市民社会―投企と紐帯』国
際書院、2013年（編著）

『東アジアにおける国家と市民社会』柏書
房、2013年（単著）

『共生社会の再構築』法律文化社、2019
年、全4巻（共編著）



Overview
今日の目的

社会科学って本当に科学なんですか？

　①頑張って自然科学になろう！（科学の普遍化）

　②社会科学にしかできないことをしよう！（科学の個別化）

※基本的に冷戦期のアメリカの話です
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Overview
前提①

法学部　　法律学

　　　　　政治学　　政治理論

　　　　　　　　　　政治思想史

　　　　　　　　　　政治史

　　　　　　　　　　比較政治

　　　　　　　　　　国際政治　
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Overview
前提②

基本普遍性はないよ（あっても低いよ）

・アメリカで最低賃金を増やしたら、GDPがあがりました？これは日本に適用で

きますか？

　　①社会条件が違いますよね

　　②社会条件が同一なら言えますか？そんな実験は出来ません。
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社会科学の「科学化」

● 20世紀前半の行動科学（behavioral Science）または行動論（behaviorism）

の台頭

● 社会科学の再編統合

● 学際政治（interdisciplinary sciences）
● 非自然科学系学会の横断的な圧力運動→研究費獲得運動

この運動のなかで「科学とは何か？」ということが問題になる

7



科学と政治の関係

19世紀後半～20世紀前半

● アメリカ科学振興協会（AAAS. 1848年）

● 国立科学アカデミー（NAS. 1863年）※研究者組織

● 国立研究評議会（NRC. 1916年）※大統領令による設立

● 大統領府科学研究開発局（OSRD. 1941年）

→レーダー開発計画、マンハッタン計画

● 『科学ー終わりなきフロンティア』（1944 OSRD報告書）

科学研究・科学教育の国家的プロジェクト

● 国立科学財団（NSF）法案へ 8



行動科学運動

国立科学財団（NSF）の設立（1950）

● 政府機関であるが、科学者の自律的判断を尊重

● 当初は自然科学を助成することが考えられていた。

● 非自然科学系の研究者たちを刺激（「重大な問題」と認識）

● 「行動についての科学」

→心理学、社会学、文化人類学が中心

● 経済学：科学としての地位（大統領経済諮問委員会）

● 政治学：当時は科学だとは思われていなかった

○ NSFが政治学に助成を始めるのは60年代以降

○ 政治学が総力をあげて「行動科学化」にまい進 9



政治学の「行動科学化」

● 社会科学研究評議会（SSRC: 1923年設立）

○ 歴代会長は政治学者（シカゴ学派）が多い→政治学の「行動科学化」

を牽引

● アメリカ政治学会（APSA）行動科学を推進　but 慢性的な財政難

● 心理学者や社会学者ほどの影響力はない（アメリカ心理学会の会員数

18,000（1959）、アメリカ政治学会の会員数7,500（1961））
● 政治学には基礎研究がない（という批判）
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政治学の「行動科学化」

当時の政治科学が目指していたこと≒この時の科学の意味

● 社会行動についての基礎理論の開発

● 研究は体系的でなければならない

● 価値判断と経験的説明は異なる（価値自由論）

● データは数量化されなければならない

● 政治学は学際的でなければならない

● 参考：1950年代：個別科学の科学化　1970年代：学際的アプローチ

● 1962年　イェール大学YPDP (Yale Political Data Program)
ミシガン大学ICPR (Inter-University Consortium for Political Research)
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行動科学への批判

①価値問題をどう扱うか

　価値問題こそが政治学の中枢

②知識実践者としての研究者（知るとは行動すること）

　政治学者や社会学者が社会問題を発見しました。発見するだけでいいのか？

③普遍的でない部分（個別的な部分）にも価値があるんではないか？

④最近のELSIの流れとの共通点
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ご清聴ありがとうございました


